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本日お話しすること

1 Prologue（はじめに）
富士市の紹介

2 なぜ、富士市は「事前復興」に取り組むのか
背景・目的

3 「富士市事前都市復興計画」について
復興ビジョン編 復興プロセス編 行動マニュアル

4 市民・事業者・行政が一体となった取組
復興まちづくり意識向上の取組

5 Epilogue（おわりに）
「事前復興」に関する取組みの推進



1 Prologue（はじめに）
－

富士市の紹介



1 Prologue（はじめに）
富士市の紹介

富士市の位置・概況1

静岡県

駿河湾

静岡
沼津

富士山

浜松

▲
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富士市の概況
令和元年10月1日現在

面 積

人 口

世帯数

244.95 km2

253,460人
106,922世帯

富士市



1 Prologue（はじめに）
富士市の紹介

富士市の広がり2

富士山

駿河湾

富士川

東西23.2km
（内海岸線10km）

南北27.1km
（標高 0～3,680m）



富士市といえば…

1 Prologue（はじめに）
富士市の紹介3

富士市 検索

富士山

紙のまち

かぐや姫

特産品
・シラス・富士梨・イチゴ
・富士のお茶・ゆで落花生

交通



2なぜ、富士市は
「事前復興」に取り組むのか

背景・目的



2 なぜ、富士市は「事前復興」に取り組むのか
背景・目的

背景1

2）安全・安心なまちづくりを望む市民の声

1）南海トラフを震源とする巨大地震への危機感

・平成25年度に「静岡県第４次地震被害想定」が公表された
・L2の地震・津波が発生すると、富士市でも甚大な被害が想定される！
・防災・減災に加え、発災後の「復興」に関する取組が必要になった

3）東日本大震災の被災自治体における復興の遅れ

・平成23年度（３.11以降）まちづくりに関するアンケート調査を実施
・多くの市民が「災害に対して安全・安心なまちづくり」を熱望

・まちづくりに関する市民の意向を踏まえ、的確に対応する必要があった

・発災後の混乱の中、被災自治体の多くが住民との合意形成に苦慮

・「復興計画」の策定に時間を要し、復興事業の着手が大幅に遅れた

・復興まちづくりを加速させる必要があるなどといった課題が顕在化した



1）南海トラフを震源とする巨大地震への危機感

震度分布図（南海トラフ巨大地震／東側ケース）

拡大図

静岡県第４次地震被害想定

《震度分布図／富士市》

静岡県は、平成25年度に「静岡県第４次地震被害想定」を公表した。
富士市においても、強い揺れや津波、火災等により…

甚大な被害が想定されている！

発災



1）南海トラフを震源とする巨大地震への危機感

富士市の海岸線には、約10kmに渡って
高さ17mの防潮堤が整備されている。

∴レベル２の津波が襲来しても、海岸線での被害はない！

田子の浦港

：高さ17mの防潮堤

田
子
の
浦
港
か
ら
侵
入
す
る
約
６
ｍ

の
津
波
に
よ
り…

浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
！

田子の浦港から
L2の津波が侵入！



人的被害

津 波

家屋の倒壊

家屋落下物

合 計

2,000人 450人 40人
40人 20人 90人

300人 50人 10人
2,340人 520人 140人

軽症 重症 死者

1）南海トラフを震源とする巨大地震への危機感

田子の浦港

最大浸水深図

南海トラフ巨大地震／レベル２津波による浸水想定（富士市作成）



2）安全・安心なまちづくりを望む市民の声

将来の富士市のイメージについて、市民の意向をアンケート調査すると
「自然災害や犯罪の少ない、安全・安心なまち」と回答する市民が多い
（全体の63.6％が回答）。

自然災害や犯罪の少ない、
安全・安心なまち

安定した雇用と活発な経済産業を
生み出す、産業が発達したまち

ゆとりや落ち着きを感じて暮らす
ことのできる、住環境が優れたまち

自然を身近に感じることのできる、
水・緑が豊かなまち

歩きやすく交通機関の利便性も高い、
移動しやすいまち

0％ 20％ 40％ 60％

63.6％

46.3％

40.7％

35.8％

32.0％

【将来の富士市のイメージ】

多くの市民は「災害などに対して安全・安心なまち」を熱望！



3）東日本大震災の被災自治体における復興の遅れ

岩手県Ｉ市の復興 ／ 足どり・対応上の問題点等

「復興計画（建築制限、基本計画等）」の策定にあたっては、行政主導に

より、ゼロベースで（一から）進めざるを得ない状況であった。

しかし、震災復興に関しては、市職員のほとんどが初体験であったため、

手探りでの（要領を得ない）作業を余儀なくされた。

また、基礎データについても、震災により一部紛失しており、人手不足も

相まって、想定外の作業時間を要してしまった。

その一方で、行政主導で復興計画を策定後、住民説明会を開催したため、

説明会の場では、市政に対する住民の不平・不満が噴出した。

その結果、復興計画の策定に相当の時間や手戻りを要し、ひいては、復興

事業の着手が大幅に遅れる、というシナリオになってしまった…

出典）富士市事前都市復興計画 第１回市民懇話会資料を加工

復興まちづくりを加速させる必要があるといった課題が顕在化！



2）安全・安心なまちづくりを望む市民の声

1）南海トラフを震源とする巨大地震への危機感

3）東日本大震災の被災自治体における復興の遅れ

背景

2 なぜ、富士市は「事前復興」に取り組むのか
背景・目的

目的2

目的 … 発災後、迅速かつ着実に復興まちづくりを
進められるようにする（しておく）こと。

事前に準備しておくこと

＜そのために…＞
…あらかじめ、復興の課題を想定し、復興まちづくり
の方向性や進め方を定めておく！

富士市事前都市復興計画



平成25年度

「事前準備」に取り組みました！

第1次 第2次

ここが…キモ！

「富士市事前都市復興計画」の策定に

着手するまでの足どり＆事前準備

平成25年度 平成26年度平成24年度 平成27年度平成23年度Ｈ22 Ｈ28
（時間のながれ）

「富士市事前都市復興計画」

「都市計画マスタープラン」

東日本大震災

Ｈ23.3.11
東日本大震災からの復興プロセス

背景２

安全・安心を望む市民の声

3.11の直後に実施した
アンケートなので…

派遣した（都市計画課の）職員が

現地でつぶさに実感しました…

キモ！

背景１
南海トラフ巨大地震への危機感

背景３

被災自治体における復興の遅れ
静岡県第４次
地震被害想定



平成25年度に取り組んだ事前準備の内容（＠３）
平成25年度

9月8月 11月10月 1月12月 3月2月5月4月 7月6月

2 31
H25.08.01 H25.11.06 H26.02.26（時間のながれ）

・幅広い分野の職員が事前

復興の必要性に「気づく」
ための場として勉強会を
開催した

・明治大学大学院／中林特

任教授を講師として招き
必要性を学習・共有し、
意識の向上を図った

「都市の復興を考える
勉強会」の開催

・市民に対して事前復興を

広く周知し、考えてもら
うための場としてシンポ
ジウムを開催した

・シンポジウム終了後のア

ンケートでは、事前復興
の必要性に賛同する意見
が大半を占めた

・復興まちづくりは時間が

かかるので長期的な視点
からのアプローチが欠か
せない

・このため、都市の将来像

を示す都市計画マスター
プランに事前復興の取組
を位置づけた

「富士市震災復興
シンポジウム」の開催

「富士市都市計画MP
」への位置づけマスター

プラン

上位計画の基本的な

方針に位置づける

3市内（市民）に周知

し、理解を広める

2庁内（職員）に周知

し、理解を広める

1



庁内（職員）に周知し、理解を広める「都市の復興を考える勉強会」の開催1

平成25年8月1日

事前復興の必要性を学習・共有し、意識向上を図りました！

明
治
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学
大
学
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／
中
林
特
任
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庁内（職員）に周知し、理解を広める「都市の復興を考える勉強会」の開催1

平成25年8月1日

平成25年度 富士市行政組織図 平成25年4月1日

全体：85課のうち 34課（72人）の職員が勉強会に参加しました！



市内（市民）に周知し、理解を広める「富士市震災復興シンポジウム」の開催2

平成25年11月6日

回
覧
ち
ら
し
／
お
も
て

回
覧
ち
ら
し
／
う
ら

回覧ちらしを作成し、シンポへの参加を広く呼びかけました！



市内（市民）に周知し、理解を広める「富士市震災復興シンポジウム」の開催2

平成25年11月6日
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（
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「
震
災
復
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ま
ち
づ
く
り
」
明
治
大
学
／
中
林
先
生

●

講
演
２

「
富
士
市
で
の
取
組
」

常
葉
大
学
／
池
田
先
生

◎

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「震災復興について事前に考え準備しておく必要性を感じた！」

参加者の声



上位計画の基本的な方針に位置づける「富士市都市計画 MP」への位置づけ3

平成26年2月26日

《富士市都市計画マスタープラン 47ページ／平成26年2月策定》

ZOOM

都市防災の基本方針に事前復興の取組を位置づけました！



上位計画の基本的な方針に位置づける「富士市都市計画 MP」への位置づけ3

平成26年2月26日

《富士市都市計画マスタープラン 72ページ／平成26年2月策定》

事前復興の取り組みは「まちづくり」の一環なのです！



3「富士市事前都市復興計画」
について

復興ビジョン編 復興プロセス編 行動マニュアル



あ
ら
か
じ
め
、

し
て
お
く

こ
と
で…

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

富士市事前都市復興計画とは1

○ 富士市事前都市復興計画とは？

発災後、迅速かつ着実に復興まちづくりを進める
ことができるよう‥
あらかじめ、復興の課題を想定し、復興まちづくり
の方向性や進め方を定めた計画のこと。

事業者

市民

行政

協働

３者の協働により、あらかじめ何をしておくのか？

ポイントは… 市民・事業者・行政
の協働！

●復興の進め方や役割
について理解を深め
ておく

●復興に向けた基本的
な考え方を共有して
おく

復興計画等の…
より早期の策定につなげることができる！



発
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る
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速
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く
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・
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い
く
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3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

計画の位置づけ2

即
す

富士市事前都市復興計画

・富士市総合計画

・富士市都市計画マスタープラン
・富士市地域防災計画

本計画を踏まえて策定

富士市復興計画

発災後

復興まちづくりの推進・展開

▼

上位計画

・
富
士
市
地
域
福
祉
計
画

・
富
士
市
津
波
避
難
行
動
計
画

・
田
子
の
浦
港
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

関連計画

整合
・
連携



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

計画の構成3

復興ビジョン編

復興まちづくりの目標や
基本方針を示したもの

復興プロセス編

市民等・地域・行政の
「うごき」を示したもの

行動マニュアル

行政の業務内容や手順等
を定めたもの



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

復興まちづくりの目標や基本方針を示したもの

・市街地形態（都市構造）
・都市計画道路の整備状況
・区画整理事業の実施状況

現状（1）
まちの様子／マクロ

・旧耐震建物の分布状況
・幅員4m未満の狭小な道路
（市道）の存在状況

現状（2）
まちの様子／ミクロ

・想定震度分布
・津波浸水域
・液状化被害

現状（3）
第４次地震被害想定

静岡県第４次
地震被害想定

平成25年度公表

・市民意向調査の結果
・世論調査の結果
・事前復興に係る市民意識

現状（4）
市民意識・意向

・災害リスクへの危機感
・安全・安心／市民の声
・被災自治体／復興の遅れ

背景
○発災後、迅速かつ円滑に
復興まちづくりを進めら
れるようにすること。

目的

・人口減少・超高齢社会の到来・産業活力の低下・財政的制約の高まり

現状（0） 富士市を取り巻く社会経済情勢

・富士市総合計画
・都市計画マスタープラン
・富士市地域防災計画

上位計画
即
す

復興ビジョン編の全体像【ロジックツリー】



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

市街地の復興

Phase 1

住環境の復興

Phase 2

産業の復興

Phase 3

復興の体制等

Phase 4

・市街地形態（都市構造）
・都市計画道路の整備状況
・区画整理事業の実施状況

現状（1）
まちの様子／マクロ

・旧耐震建物の分布状況
・幅員4m未満の狭小な道路
（市道）の存在状況

現状（2）
まちの様子／ミクロ

・想定震度分布
・津波浸水域
・液状化被害

現状（3）
第４次地震被害想定

静岡県第４次
地震被害想定

平成25年度公表

・市民意向調査の結果
・世論調査の結果
・事前復興に係る市民意識

現状（4）
市民意識・意向

地籍調査事業の未完了
高台移転等に多大な時間
人手不足・資材の高騰

震災の教訓（1）
地域コミュニティの崩壊
医療サービスの低下
避難所開設の長期化

震災の教訓（2）
農林漁業の縮小・廃止
生活利便施設の不足
事業所・労働者の流出

震災の教訓（3）
情報発信・伝達の不足
行政主導による復興計画
行政内・相互の連携不足

震災の教訓（4）

被災者が安心して暮ら
せるよう、良好な住環
境を整備すること

全体を見渡し、持続可
能でメリハリのある市
街地を形成すること

事業者との連携により、
産業活動停滞から早期
に回復すること

市民・事業者・行政の
協働による復興体制を
構築すること

課題 1 課題 2 課題 3 課題 4



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

市街地の復興 住環境の復興 産業の復興 復興の体制等

Phase 1 Phase 2 Phase 3 Phase 4

被災者が安心して暮ら
せるよう、良好な住環
境を整備すること

全体を見渡し、持続可
能でメリハリのある市
街地を形成すること

事業者との連携により、
産業活動停滞から早期
に回復すること

市民・事業者・行政の
協働による復興体制を
構築すること

課題 1 課題 2 課題 3 課題 4

災害発生後も住み続けたいと思えるまちづくり

復興まちづくりの基本理念

○目標 1

基本方針 1-1
取組 1-1-①
取組 1-1-②
取組 1-1-③

○目標 2

基本方針 2-1
取組 2-1-①
取組 2-1-②
取組 2-1-③

○目標 3

基本方針 3-1
取組 3-1-①
取組 3-1-②
取組 3-1-③

○目標 4

基本方針 4-1
取組 4-1-①
取組 4-1-②
取組 4-1-③



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

市街地の復興

Phase 1

目標 1

基本方針 1-1

○災害に強い、安全・安心な市街地の早期形成を目指します！

基本方針 1-2

基本方針 1-3

基本方針 1-4

災害に強い市街地整備を推進します。

段階的な市街地の復興を推進します。

まちの骨格となる都市計画道路の整備を推進します。

復興地区区分に応じた市街地整備を推進します。

取組 1-4-①
取組 1-4-②

…復興地区区分の設定に基づく事業の推進

…地区計画制度によるまち並み誘導 など

取組 1-3-①
取組 1-3-②

…緊急輸送路となる都市計画道路の整備

…都市計画道路網の再編 など

取組 1-2-①
取組 1-2-②

…建築制限地域の指定

…仮設住宅・仮設店舗等の整備 など

取組 1-1-①
取組 1-1-②
取組 1-1-③

…震災復興再開発事業

…延焼遮断帯となる道路・公園等の整備

…まちづくりルールの導入によるブロック塀設置の制限 など



３つの復興地区区分

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

■復興地区区分について

…行政が主体となり、被災したすべての地域の復興まちづくりを画一的に推進すること
は不可能であるため、主体や整備手法の異なる「３つの復興地区区分」を設定します。

復興重点地区

復興推進地区

復興促進地区

…都市機能の集約を目指す地区の中で、主に大きな被害を受けた地区等

→ 様々な都市活動や生活を担う市街地として、まちなか居住等の促進につながる弾力的な市街地
開発事業の実施を検討するなど、行政が積極的に地域住民に働きかけて復興を推進する。

…都市機能の集約を目指す地区の中で、主に相当規模の被害を受けた地区及びその他の
市街化区域内において大きな被害を受けた地区等

→ 都市基盤の整備とともに、まちづくりルール等を導入し、住民発意により復興を推進する。

…市街化区域内で被害が散在した地区及び市街化調整区域内で大きな被害を受けた地区等

→ 都市基盤の改善を図るとともに、まちづくりルールの導入など、住民・事業者主体による復興
を促進する。



エリアによる評価

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

■復興地区区分について

…行政が主体となり、被災したすべての地域の復興まちづくりを画一的に推進すること
は不可能であるため、主体や整備手法の異なる「３つの復興地区区分」を設定します。

拠点による評価

実際の被害状況

《将来のまちの骨格図（都市計画マスタープラン）》

復興地区区分

エリア・拠点による評価に実際の被害状況を重ね合わせて、復興地区区分を設定。

評価

【高】

評価

【低】

復興重点地区

弾力的な市街地開発事業
等により、市街地整備を
推進する。

▼
外科手術を行い、健康な
状態に回復させる。

復興推進地区

道路整備やまちづくり
ルール等により、総合的
な市街地整備を推進する。

▼
入院治療により、健康な
状態に回復させる。

復興促進地区

まちづくりルール等によ
り、まちなみや住環境の
改善を図る。

▼
健康指導や生活改善によ
り、健康な状態に回復さ
せる。

▼：「病気やケガ」に例えた場合のイメージ



復興の体制等

Phase 4

目標 4 ○市民・事業者産業の復興

Phase 3

目標 3 ○事業者の事業継続と産業活動の早期再開を目指します！

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

住環境の復興

Phase 2

目標 2 ○地域のつながりに配慮した良好な住環境の形成目指します！市街地の復興

Phase 1

目標 1

基本方針 1-1

○災害に強い、安全・安心な市街地の早期形成を目指します！

基本方針 1-2

災害に強い市街地整備を推進します。

段階的な市街地の復興を推進します。

取組 1-2-①
取組 1-2-②

…建築制限地域の指定

…仮設住宅・仮設店舗等の整備 など

取組 1-1-①
取組 1-1-②
取組 1-1-③

…震災復興再開発事業

…延焼遮断帯となる道路・公園等の整備

…まちづくりルールの導入によるブロック塀設置の制限 など

４つのフェーズごとに目標、
基本方針を定め、具体的な
取組を立案しました！



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興ビジョン編4
復興ビジョン編

全
体
を
見
て
、
客
観
的
に
筋
道
が
立
っ
た

ロ
ジ
ッ
ク
を
整
理
し
ま
し
た
！

【目的】

…発災後、円滑かつ迅速な復興まち
づくりを実現するため…

【現状】

…富士市を取り巻く社会経済情勢や
様々な視点からの現状を踏まえ…

【震災の教訓】

…過去に発生した震災の復興過程に
おける教訓をレビューしつつ…

【課題】

…復興まちづくりを進めるにあたっ
ての課題を整理した上で…

【基本理念】

…関係者が共通認識として持つべき
基本的な考え方を定め…

【目標・基本方針】

…基本理念の実現・達成に向けた、
目標・基本方針を定めました！

▼

▼

▼

▼

▼

発
災
後
に
お
け
る
復
興
方
針
の

た
た
き
台
に
な
り
ま
す
！



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興プロセス編5
復興プロセス編

市民・事業者、地域、行政の「うごき」を示したもの

■復興まちづくりのながれ

２ケ月 ６ケ月 ２年１年
発災

緊急対応期

応急復旧期

復興始動期

本格復興期

時間のながれ

過去の震災等の事例から、時間の経過に伴う
「４つのステップ」を設定し、その時の状況
に応じた復興まちづくりを進めていきます！

1STEP

2STEP

3STEP

4STEP



3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興プロセス編5
復興プロセス編

市民・事業者、地域、行政の「うごき」を示したもの

■復興まちづくりのながれ

時
間
の
な
が
れ

２ケ月

６ケ月

２年

発災

応急復旧期

緊急対応期

復興始動期

本格復興期

救助活動

避難生活（避難所／自宅避難）

がれき処理の開始

仮設住宅への入居

ライフラインの一部復旧

自力再建の着手

仮設住宅での生活

復興への関心

ライフライン応急復旧

復興事業・施策の開始

復興事業・施策の本格化

復興事業・施策の修正・改善

一般施策の展開

～一般的な経過～

発
災
か
ら
復
興
ま
で
の
一
般
的
な
取
組

・人命救助

・避難所設置

・電気・水道・ガスの停止 など

・ボランティア・救援物資等の受け入れ

・がれき処理の開始

・被害調査の実施 など

・電気・水道の再開

・仮設住宅の整備・入居受付

・り災証明の発行 など

・復興計画の策定

・自立再建と自立困難の二極化 など

・

・道路等の復旧

・交通機関の再開

・雇用・経済問題の表面化 など

・復興事業計画の策定

・まちづくり活動の活発化

・生活再建支援策の実施 など

・自宅等の再建

・工場等の本格操業の再開

・住宅意向の変化 など

・復興事業計画の見直し

・仮設住宅の撤去

・再開発事業等の着工 など



■分野別の復興プロセス

市民・事業者 地域 行政

農林漁業の復興
市民・事業者 地域 行政

商業・工業の復興
市民・事業者 地域 行政

医療・保健・福祉の復興

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興プロセス編5
復興プロセス編

市民・事業者、地域、行政の「うごき」を示したもの

時
間
の
な
が
れ

２ケ月

６ケ月

２年

発災

応急復旧期

緊急対応期

復興始動期

本格復興期

救助活動

避難生活（避難所／自宅避難）

がれき処理の開始

仮設住宅への入居

ライフラインの一部復旧

自力再建の着手

仮設住宅での生活

復興への関心

ライフライン応急復旧

復興事業・施策の開始

復興事業・施策の本格化

復興事業・施策の修正・改善

一般施策の展開

～一般的な経過～
市民・事業者 地域 行政

住宅等の復興
市民・事業者 地域 行政

市街地の復興

発
災
か
ら
復
興
ま
で
の
一
般
的
な
取
組

・人命救助

・避難所設置

・電気・水道・ガスの停止 など

・ボランティア・救援物資等の受け入れ

・がれき処理の開始

・被害調査の実施 など

・電気・水道の再開

・仮設住宅の整備・入居受付

・り災証明の発行 など

・復興計画の策定

・自立再建と自立困難の二極化 など

・

・道路等の復旧

・交通機関の再開

・雇用・経済問題の表面化 など

・復興事業計画の策定

・まちづくり活動の活発化

・生活再建支援策の実施 など

・自宅等の再建

・工場等の本格操業の再開

・住宅意向の変化 など

・復興事業計画の見直し

・仮設住宅の撤去

・再開発事業等の着工 など

■分野別の復興プロセス は…

５つの分野 において、

市民・事業者

地域

行政

それぞれの、
「うごき」を
示しています。

市街地

住宅等

医療・保健・福祉

商業・工業

農林漁業



■分野別の復興プロセス

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

復興プロセス編5
復興プロセス編

市民・事業者、地域、行政の「うごき」を示したもの

市街地の復興プロセス

■市街地の復興プロセス

〔
出
典
〕
富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画

P44
・

P45

時
間
軸

市
民
・
事
業
者

の

う
ご
き

地
域

の

う
ご
き

行
政

の

う
ご
き

い
つ
、
誰
が
、
何
を
す
る
の
か
、

時
間
軸
・
空
間
軸
を
定
め
ま
し
た
！



「市職員がとるべき詳細な行動内容」
を定めたもの

市民・事業者 地域 行政

農林漁業の復興

市民・事業者 地域 行政

商業・工業の復興

市民・事業者 地域 行政

医療・保健・福祉の復興

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

富士市事前都市復興計画行動マニュアル6
行動マニュアル

行政の業務内容や手順等を定めたもの

市民・事業者 地域 行政

住宅等の復興

市民・事業者 地域 行政

市街地の復興

▼５つの分野から…

▼行政の
「うごき」を…

▼ブレイクダウンして、発災後に

市職員がとるべき詳細な行動内容
を定めたものが…

「行動マニュアル」です！さらに

さらに

抽出



〔
出
典
〕
富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

P 2

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

富士市事前都市復興計画行動マニュアル6
行動マニュアル

行政の業務内容や手順等を定めたもの

時
間
軸

医療・福祉・介護 商業・工業 農林漁業住宅等市街地

「市職員がとるべき詳細な行動内容」を定めたもの

復
興
方
針
の
策
定

♯00

一覧表５つの分野



〔
出
典
〕
富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

P18

3 「富士市事前都市復興計画」について
富士市事前都市復興計画

富士市事前都市復興計画行動マニュアル6
行動マニュアル

行政の業務内容や手順等を定めたもの
「市職員がとるべき詳細な行動内容」を定めたもの

□復興方針（案）の作成

□静岡県と協議

□復興方針の決定・公表

発災から１週間以内

発災から２週間以内

発災から１ケ月以内

活動目標

○被害概況を踏まえ、市全体の復興まちづくりの
方向性を提示するため、復興まちづくりの基本
目標、復興まちづくり方針（案）を作成する。

○静岡県と協議し、静岡県の復興方針との整合を
図る。

○震災復興本部会議にて審議・決定し、広報紙や
報道等を通じて市民に公表する。

復興方針
（案）の作成

静岡県と協議

決定・公表

１週間以内

２週間以内

１ケ月以内

・総括班

・総括班

・総括班
・広報班

行動 実施時期 担当 行動内容

・被害調査結果 ・総合計画 ・国土利用計画 ・都市計画マスタープラン
・住宅マスタープラン ・事前都市復興計画 ・事前都市復興計画行動マニュアル

準備物等

＃00復興方針の策定
５
つ
の
分
野
ご
と
に…

「
行
政
の
う
ご
き
」

＝

市
職
員
が
と
る
べ
き
詳
細
な
行
動
内
容

を
、
カ
ル
テ
形
式
で
整
理
し
ま
し
た
！



4市民・事業者・行政が
一体となった取組

復興まちづくり意識向上の取組



4 市民・事業者・行政が一体となった取組
復興まちづくり意識向上の取組

どんなことに取り組むのか1

３者の協働により、あらかじめ何をしておくのか？

●復興に向けた基本的
な考え方を共有して
おく

復興ビジョン編

●復興の進め方や役割
について理解を深め
ておく

行動マニュアル

復興プロセス編

●地域の特性に応じた
対策を検討・訓練し
ておく

意識向上の取組

復興計画等の…

より早期の策定につなげることができる！

発災後の復興まちづくりを…

迅速かつ着実に進めることが可能になる！



4 市民・事業者・行政が一体となった取組
復興まちづくり意識向上の取組

具体的な取組の内容2
意識向上の取組

2）庁内復興訓練（市職員を対象に実施） H27・H28・H29

1）復興まちづくり訓練（まちなかエリアで実施） H27・H28・H29

・「市街地の復興」の対象となるモデル地区（富士駅周辺地区）を選定

・「具体的にどう進めるのか」を考える復興まちづくり訓練を実施した

・WSを4回実施し、仮設商店街の配置案（ミニチュア）などを作り上げた

3）復興まちづくり訓練（津波浸水想定区域で実施） H27・H28・H29

・「行動マニュアル」に基づき、庁内復興訓練を実施した

・発災後に市職員がとるべき行動内容・役割について周知を図った

・建築制限区域の設定などについて問題点を抽出し、課題を整理した

・ L2の津波による浸水想定区域で、復興まちづくり訓練を実施した
・被害想定を理解・共有し、復興に向けて何をすべきかを事前に考えた

・WSなどを数回実施し、疑似体験しながら復興の進め方等を検討した



1）復興まちづくり訓練（まちなかエリアで実施） H27・H28・H29

憩
い
の
場
、
活
気
の
場
、
賑

わ
い
の
場
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
い
！

仮
設
商
店
街
の
配
置
や
入
居

店
舗
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。

仮
設
商
店
街
の
場
所
だ
け
で

は
な
く
、
倒
壊
し
な
か
っ
た

店
舗
等
も
活
用
す
べ
き
！

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
検
討

し
た
結
果
を
発
表
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《 平成27年度富士駅北口周辺地区復興まちづくり訓練の様子 》



2）庁内復興訓練（市職員を対象に実施） H27・H28・H29

建
築
制
限
区
域
を
短
期
間
で

設
定
す
る
た
め
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
付
箋
に
記
入
。

常
葉
大
学
／
池
田
教
授
か
ら

「
事
前
復
興
の
必
要
性
」
と

題
し
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
を
優
先
的

に
進
め
る
区
域
の
設
定
と
、

具
体
的
な
復
興
事
業
を
検
討
。

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
検
討

し
た
結
果
を
発
表
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《 平成29年度庁内復興訓練の様子 》



4 市民・事業者・行政が一体となった取組
復興まちづくり意識向上の取組

復興まちづくり訓練3
意識向上の取組

津波浸水想定区域で実施
元吉原地区（H28） 田子浦地区（H29）

田子浦地区（H29）

元吉原地区（H28）

本日紹介します！



■復興まちづくり訓練とは

事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

通常行っている発災直後の防災訓練と異なり、発災
後の長期間にわたる復興を想定した訓練のこと。

「自分たちのまちが被災したら、どのような被害が
発生し、復興をどのように進めるか」を疑似体験す
る訓練です。

復興まちづくり訓練の進め方（ながれ）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

ガイダンス

タウン
ウォッチング

グループ
ワーク①

グループ
ワーク②

報告・周知

… 学識経験者や被災体験者の講話を聞いて、自分なりに復興
まちづくりをイメージして（考えて）みる。

… グループごとにまちの中を実際に歩いてみて、まちの様子
を把握・確認し、問題点・課題を発見する。

… 「自分たちのまちが被災したら、どのような被害が発生し、
復興をどのように進めるか」グループごとに検討する。

… 被害を最小限に食い止めるために、事前に知っておくべき
具体的な取組について、グループごとに話し合う。

… グループごとに検討した結果を発表し、意見交換を行うと
ともに、訓練で検討した内容を地域住民に周知する。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第１回 ガイダンス
… 学識経験者や被災体験者の講話を聞いて、自分なりに復興
まちづくりをイメージして（考えて）みる。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第２回 タウンウォッチング
… グループごとにまちの中を実際に歩いてみて、まちの様子
を把握・確認し、問題点・課題を発見する。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第２回 タウンウォッチング
… グループごとにまちの中を実際に歩いてみて、まちの様子
を把握・確認し、問題点・課題を発見する。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第２回 タウンウォッチング
… グループごとにまちの中を実際に歩いてみて、まちの様子
を把握・確認し、問題点・課題を発見する。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第３回 グループワーク①
… 被害を最小限に食い止めるために、事前に知っておくべき
具体的な取組について、グループごとに話し合う。

【
災
害
に
よ
る
被
害
想
定
図
】

復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練
の
資
料
と
し
て
、
田
子
浦
地
区
に

お
け
る
被
災
時
の
被
害
想
定
図
を
作
成
し
ま
し
た
。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第３回 グループワーク①
… 被害を最小限に食い止めるために、事前に知っておくべき
具体的な取組について、グループごとに話し合う。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第４回 グループワーク②
… 「自分たちのまちが被災したら、どのような被害が発生し、
復興をどのように進めるか」グループごとに検討する。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第５回 報告・周知
… グループごとに検討した結果を発表し、意見交換を行うと
ともに、訓練で検討した内容を地域住民に周知する。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

第５回 報告・周知
… グループごとに検討した結果を発表し、意見交換を行うと
ともに、訓練で検討した内容を地域住民に周知する。

復
興
ま
ち
づ
く
り
訓
練
の
内
容
・
結
果
を
、
田
子
浦
地
区
に

周
知
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
ま
し
た
。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

■防災意識の変化／取組の実施による効果（アンケート結果）

Ｑ 復興まちづくり訓練に参加して、
自分の防災意識に変化があったと
思いますか？

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

そ
の
他

無
回
答

27% 50% 10%
7%

3%
3%

効果検証

（N＝40）

【結果】

参加者の約８割が「そう思う」、

「どちらかといえばそう思う」と
回答した（下図参照）。



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

い
ざ
と
い
う
と
き
（
災
害
時
）
に
み
ん
な
で
迅
速
に
対
応
で
き
る
ま
ち



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

被災後の活動のための事前取組を

進めるとともに、復興まちづくりの

ための取組を推進し、被災後の円滑

な復興まちづくりに備えます。

施策３：事前復興まちづくり



事例）田子浦地区復興まちづくり訓練 H27・H28・H29

《 田子浦地区まちづくり計画検討会メンバー 》



5 Epilogue（おわりに）
－

「事前復興」に関する取組みの推進



4 Epilogue（おわりに）
事前復興に関する取組みの推進

期待される効果1

○ 富士市事前都市復興計画とは？

発災後、迅速かつ着実に復興まちづくりを進める
ことができるよう‥
あらかじめ、復興の課題を想定し、復興まちづくり
の方向性や進め方を定めた計画のこと。

◎ 速やかな合意形成が図られ、復興計画

の早期策定につながる！

◎ 発災後、迅速かつ円滑に様々な活動を

行うことができる！

◎ 地域の防災力が高まり、より良いまち

づくりが実現する！

事業者

市民

行政

協働

計画の推進によって、どのような 効果が期待できるのか？

期待される効果



4 Epilogue（おわりに）
事前復興に関する取組みの推進

期待される効果の発現に向けて2

事前復興の必要性を広く周知・PRし、まち全体で機運を高める

３者の協働により、継続して復興まちづくり訓練を実施する

従前に、市民・事業者・行政の協働による「まちづくり活動」を行って
いた地区では、復興まちづくりへの合意形成が早くなる！

平成30年度は、吉原地区（まちなかエリア）で訓練を実施した。

PDCAサイクルにより、事前都市復興計画のレベルアップを図る

短期間で、都市計画事業をはじめ総合的な復興を実現するには、事前に
復興対策を「準備しておくこと」が有効な手立てになる！

令和元年度も、ふじBousai2019で事前復興を周知・PRした。

「富士市事前都市復興計画」を実効性のあるものにしていくため、計画
に掲げる内容の点検・見直しを図りながら、災害に備えることが重要！

社会情勢の変化などを的確にとらえ、計画のレベルアップを図る。



３者の協働により、継続して復興まちづくり訓練を実施する

平成30年度・令和元年度は…
延焼危険度５エリアの吉原地区／まち
なかエリアで、復興まちづくり訓練を
実施した。

田子浦地区（H29）

元吉原地区（H28）

吉原地区／まちなかエリア（H30）

静岡県第３次想定延焼危険度５エリア



常
葉
大
学
／
池
田
教
授
か
ら

「
事
前
復
興
の
必
要
性
」
と

題
し
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

３者の協働により、継続して復興まちづくり訓練を実施する

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、

色
分
け
し
た
付
箋
に
記
入
し
、

分
野
ご
と
に
整
理
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の
模
型
を
使
用
し
、

テ
ー
ブ
ル
図
面
の
上
で
配
置

案
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
検
討

し
た
結
果
を
発
表
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

《 平成30年度吉原本町駅周辺復興まちづくり訓練の様子 》



事前復興の必要性を広く周知・PRし、まち全体で機運を高める

《 ふじBousai2017の様子 》

令和元年度（本年度）も…

ふじBousai2019（11月16日開催）
の場において「事前復興とは」と題し
たパネル展示を行いました。



事前復興の必要性を広く周知・PRし、まち全体で機運を高める

《 ふじBousai2018で展示したパネル（イメージ）》

1 2 3

10 11 12



PDCAサイクルにより、事前都市復興計画のレベルアップを図る

〔
出
典
〕
富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

P18

□復興方針（案）の作成

□静岡県と協議

□復興方針の決定・公表

発災から１週間以内

発災から２週間以内

発災から１ケ月以内

活動目標

○被害概況を踏まえ、市全体の復興まちづくりの
方向性を提示するため、復興まちづくりの基本
目標、復興まちづくり方針（案）を作成する。

○静岡県と協議し、静岡県の復興方針との整合を
図る。

○震災復興本部会議にて審議・決定し、広報紙や
報道等を通じて市民に公表する。

復興方針
（案）の作成

静岡県と協議

決定・公表

１週間以内

２週間以内

１ケ月以内

・総括班

・総括班

・総括班
・広報班

行動 実施時期 担当 行動内容

・被害調査結果 ・総合計画 ・国土利用計画 ・都市計画マスタープラン
・住宅マスタープラン ・事前都市復興計画 ・事前都市復興計画行動マニュアル

準備物等

＃00復興方針の策定

・都市計画班

・都市計画班

・都市計画班
・広報班

担当

平成29年度に変更

行動マニュアルの内容については…

適宜、見直しを行っています。

「復興方針の策定」に係る主担当を、
総括班から都市計画班に変更しました。

富士市事前都市復興計画

行動マニュアル

富 士 市

加除式のマニュアル
として、富士市事前
都市復興計画と別冊
扱いにしています。



◆地球環境問題の深刻化
公共交通は、自動車と比較して環境に与える影響が
少ない移動手段です！

◆財政的制約の高まり
自動車利用を前提とした都市構造では、行政コスト
が嵩みます！今後は、公共交通を中心としたコンパ
クトなまちづくりを進めていく必要があります！

本日お話しした内容の勘どころ

「防災」・「減災」に加えて、「事前復興」の考え方を
取り入れ、「災害に強い都市づくり」を目指す！

防潮堤などの施設を整備する（ハード対策をメインとし
た）「防災」には、終了（完成）時点があるが…

ソフト対策を中心とした「減災」には、これで終わりと
いうポイントはなく、持続していくことが対策の要となる。

被害を最小限に抑えた上で、現状回復（復旧）するだけ
でなく、質的な向上を目指す「復興」の視点が重要。

防災・減災のフェールセーフ（万が一の備え）として、
「事前復興」に取り組むことで、被災後も「持続可能な
社会」が構築できる！



富士市は…

市民・事業者との協働により、いっそうの

事前復興の充実に努めていきます！

富士市長
小長井 義正



fin

ありがとうございました


